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地
球
温
暖
化
は
、
地
球
規
模

の
環
境
問
題
と
し
て
全
世
界
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
で
も
主
要
議
題
の
一
つ
と

し
て
積
極
的
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
市
で
も
、
平
成
13

年
度
か
ら
平
成
17
年
度
ま
で
の

５
年
間
に
渡
り
、
第
１
次
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
実
行
計
画
に

基
づ
き
、
温
暖
化
防
止
対
策
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
よ

り
一
層
の
温
暖
化
防
止
対
策
を

推
進
す
る
た
め
、
「
第
２
次
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
実
行
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
緑
あ
ふ
れ
る
あ
き
る
野
市
を

将
来
の
世
代
に
守
り
残
す
た
め
、

温
暖
化
防
止
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

▽
２
次
計
画
の
概
要

　●

計
画
期
間
…
平
成
20
年
度
〜

　
平
成
24
年
度
（
５
年
間
）

　●

対
象
…
市
の
施
設
か
ら
排
出

　
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

　●

目
標
値
…
４
９
９
７
　
C
O

　
2

▽
目
標
達
成
に
向
け
て
の
主
な

　
取
り
組
み

　●

自
動
車

＊
公
用
車
に
は
低
公
害
・
良
燃

　
費
車
を
積
極
的
に
導
入
し
ま

　
す
。

＊
公
用
車
の
燃
料
使
用
量
を
、

　
平
成
18
年
度
比
で
平
成
24
年

　
度
ま
で
に
約
３
 

削
減
し
ま

　
す
。

　●

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
（
エ

　
ア
コ
ン
な
ど
）

＊
機
器
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
ー

　
ド
設
定
の
適
用
な
ど
に
よ
り
、

　
使
用
面
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
を
行
い
ま
す
。

＊
照
明
を
す
べ
て
確
認
し
、
間

　
引
き
ま
た
は
常
時
消
灯
を
徹

　
底
し
ま
す
。

＊
大
規
模
施
設
（
小
・
中
学
校

　
を
除
く
）
で
は
、
運
用
改
善

　
な
ど
を
進
め
、
温
室
効
果
ガ

　
ス
排
出
量
を
５
　
削
減
し
ま

　
す
。

　●

水
…
平
成
18
年
度
使
用
量
よ

　
り
増
や
し
ま
せ
ん
。

　●

用
紙
類
…
平
成
18
年
度
使
用

　
量
よ
り
増
や
し
ま
せ
ん
。

　●

周
知
…
皆
さ
ん
が
来
訪
す
る

　
施
設
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

　
排
出
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

　
る
こ
と
や
取
り
組
み
の
内
容

　
を
示
す
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し

　
ま
す
。

▽
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
皆
さ
ん
が
で
き
る
地
球
温

　
暖
化
対
策
と
し
て
、
市
で
は

　
「
省
エ
ネ
型
生
活
10
か
条
」

　
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

　
機
会
に
、
さ
ら
に
省
エ
ネ
型

　
生
活
10
か
条
に
取
り
組
ん
で

　
い
た
だ
き
、
地
球
温
暖
化
防

　
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他
　
２
次
計
画
の
詳
細

　
は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

　
（
市
役
所
４
階
）
、
中
央
図

　
書
館
、
五
日
市
図
書
館
、
東

　
部
図
書
館
エ
ル
で
ご
覧
い
た

　
だ
け
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

　
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
環
境
課
環
境
・
緑

　
化
係

▽
発
生
し
や
す
い
と
き

　●

弱
い
南
風
の
と
き

　●

気
温
が
20
度
以
上
の
と
き

　●

日
差
し
が
強
い
と
き

　●

大
気
が
よ
ど
ん
で
視
界
が
悪

　
い
と
き

※
詳
し
く
は
、
６
月
１
日
号
ま

　
た
は
　h

ttp
://

w
w

w
.

　o
x

.k
a

n
k

y
o

.m
e

tro
.

　to
k

y
o

.jp
/
s
m

o
g

.h

　tm

（
パ
ソ
コ
ン
）
、h

ttp
:

　/
/

w
w

w
.o

x
.k

a
n

k
y

　o
.m

e
tr

o
.to

k
y

o
.jp

　/
o

x
.p

h
p

（
携
帯
電
話
）

　
で
発
生
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
「
ご
本
人
」

に
「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
（
遺
族
の
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）
。

　
未
請
求
の
方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
　

※
引
揚
者
は
、
終
戦
の
日
ま
で

　
引
き
続
き
１
年
以
上
外
地
で

　
生
活
し
、
戦
後
引
き
揚
げ
て

　
き
た
家
族
全
員

▽
そ
の
他
　
資
格
要
件
な
ど
詳

　
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

　
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
合
せ
　
生
活
福
祉

　
課
庶
務
計
画
係
（
直
通
５
５

　
８
・
１
９
２
７
）
、
独
立
行

　
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

　
基
金
（
☎
０
１
２
０
・
２
３

　
４
・
９
３
３
、
月
曜
〜
金
曜

　
日
　
午
前
９
時
15
分
〜
午
後

　
５
時
15
分
、

h
ttp

:/
/

w

　w
w

.h
e

iw
a

.g
o

.jp

）

　
子
ど
も
の
生
活
習
慣
の
乱
れ

を
改
善
し
、
学
力
や
体
力
の
基

と
な
る
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を

確
立
す
る
た
め
、
東
京
都
で
は

「
子
ど
も
の
生
活
習
慣
確
立
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
早
起

き
・
早
寝
と
朝
ご
は
ん
の
大
切

さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

▽
早
起
き
・
早
寝
が
大
切
な
わ

　
け

　●

人
は
日
中
に
動
く
体
の
し
く

　
み
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
リ

　
ズ
ム
を
崩
す
と
体
や
心
が
よ

　
り
よ
く
発
達
さ
せ
る
こ
と
が

　
で
き
な
く
な
る

　●

朝
の
光
を
受
け
て
体
内
時
計

　
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
。
体
内
時

　
計
の
働
き
で
睡
眠
、
体
温
、

　
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
な
ど
の
リ

　
ズ
ム
も
刻
ま
れ
る

　●

夜
に
浴
び
る
光
は
体
内
時
計

　
と
地
球
時
間
の
ズ
レ
を
大
き

　
く
す
る

　●

成
長
と
体
の
修
復
に
必
要
な

　
ホ
ル
モ
ン
は
夜
寝
て
い
る
と

　
き
に
た
く
さ
ん
分
泌
さ
れ
る

　●

睡
眠
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
と

　
体
温
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
日

　
中
ぼ
ん
や
り
し
た
り
、
疲
れ

　
や
す
く
な
る

▽
朝
ご
は
ん
が
大
切
な
わ
け

　●

体
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
…
朝

　
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
、
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
が
い
き
わ
た
っ
て
体

　
が
目
を
覚
ま
し
、
動
き
や
す

　
く
な
る

　●

体
温
を
上
げ
る
…
体
温
が
低

　
い
ま
ま
だ
と
、
脳
の
温
度
も

　
下
が
っ
た
ま
ま
な
の
で
、
午

　
前
中
か
ら
眠
く
な
る

　●

脳
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す

　
る
…
特
に
体
内
時
計
は
乳
幼

　
児
期
か
ら
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る

　
の
で
、
親
子
で
取
り
組
む
こ

　
と
が
大
切

▽
改
善
し
よ
う
！
子
ど
も
た
ち

　
の
生
活
リ
ズ
ム

　
ま
ず
は
「
早
起
き
」
に
チ
ャ

レ
ン
ジ

　●

カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
朝
の
光

　
を
浴
び
ま
し
ょ
う

　●

顔
を
洗
い
ま
し
ょ
う

　●

家
族
で
も
「
お
は
よ
う
」
の

　
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う

　●

朝
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
ょ
う

　●

朝
ウ
ン
チ
の
習
慣
を
つ
け
ま

　
し
ょ
う

▽
問
合
せ
　
健
康
課
健
康
づ
く

　
り
係

〜
そ
う
だ
、
や
っ
ぱ
り

　
　
　
早
起
き
・
早
寝
＆
朝
ご
は
ん
〜

平
成
21
年
３
月
31
日
で

「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈
の
　

　
　
受
付
が
終
了
し
ま
す

ト　
ン

パ
ー

セ
ン
ト

パ
ー

セ
ン
ト

目標値の設定方法

基準排出量

５,３１６トンＣＯ2

（△３１９トンＣＯ2）

（平成２４年度における
市の施設から排出される
温室効果ガス排出量の想
定値）

目　標　値

４,９９７トンＣＯ2

（平成２３年度および

平成２４年度の温室効果

ガス排出量の平均値）

温暖化防止対策

の実施

６％削減

課　　題 １次計画（平成13年度～平成17年度） ２次計画（平成20年度～平成24年度）

表　２次計画のポイント

基準排出量や目標値をそれぞれ平成13年度
値、平成17年度値としたため、冷夏暖冬と
いった気候の影響で、冷暖房のエネルギー
使用量が大きく変化し、温室効果ガス排出
量が変わってしまい、純粋な温暖化対策の
評価が困難となりました。

市民サービス向上のため、施設の稼働時間
の延長などを行いましたが、目標値の設定
には反映されておらず、温室効果ガス排出
量の増加につながり、純粋な温暖化対策の
評価が困難となりました。

一般的な温暖化対策の取り組みを中心とし
た結果、一定の効果はあったものの、目標
を達成することができませんでした。

気候差の対策

計画期間中の
施設の新増改
築や稼動時間
の変更

温暖化対策の
具体的な取組
み

基準排出量や目標値の算出は、複数年
度の平均値とすることで、気候の影響
を最小限とします。

各部門にヒアリングを行い、施設の新
増改築や稼動時間の延長も見込んで、
目標値の設定を行いました。

各部門と十分な調整を重ね、市の実情
に即した温暖化対策を実施することに
より、目標の達成をめざします。

ヘラスゾウ げん人くん

HP

HP

め
ざ
せ

　

健
康
あ
き
る
野
21

め
ざ
せ

　

健
康
あ
き
る
野
21

健
康
情
報
「
健
や
か
」

（７）

健
康
情
報
「
健
や
か
」

（７）

す
こ
す
こ

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う


